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、 ①国がみずから 主体となって。 る 必要がなり、 ②国民生 

社会経済の観点から 見て確実に実施されなけ ばならない、 ③ にゆだねることはでき 

ない。 という 3 つの ネ があ り、 これがる ぅ べき業務とされている。 

立 行政法人になることによって 生じる大きな 問 

るというのが 基本方 であ ることから 消 庁 長官の指揮命令が 緊急 

事態対応において 及ぶのかという 点、 火災の事故 して。 公権 力の行便が 

でできるのか、 法令基準 定 すると L@ ぅ 企画立案業務と 一 をする上で独立することに ょ 

ってこのような㌢ き 

究 所を独立行政法人にすると 

あ る以上、 研究をし。 

大臣が消防研究所に 対して 緊 

は 、 前述したような 事故対応 

並行政法人化を 期に実施した。 

受 にわたる検討の 経緯において。 
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標 期間の終了時 ( 原則として 5 年に一度 ) 、 

義務づけられてい 。 骨太方針㏄ 04 において。 平成 1 

うち。 ㌍法人について 平成Ⅸ 年 

発 法人が双倒し 見直し対象、 

所の事務及び 事業については、 

聴 する。 その際、 

の上、 その業務を 

5 。 安全。 安心を 発 こついての考察 

ぅ 使命をはたす。 専 家であ るための知見獲得の 為の研究が 

必要であ る。 大 態 対応を適切 @ こそすうためには。 平 

から災害等の 発生。 拡大のメカニズ ともに。 緊急事態対応として 

火 。 救急。 救助など被害 軽 等 のための応急対策並びに 予防的対策に 

及び試験を総合的に 行 う ことが となる。 また、 首都 下 大規模地震、 テロ。 核 。 生物。 化学物質 ( 悶 

BC) 災害。 社会基盤の老 

下 の社会情勢や 国民のニーズ 

のための戦略について 調査検 言 

のための研究 ( 着 

費の 10% 以下 (D 装 

を 調達している 

ないことがあ る。 情報 技 

として何をやるのか 戦略を立 

てる必要があ る。 米国は「 

で ブレークスルーすること 

見舞われてきたアジアの 。 高 汚損状態 つ ま   

を タリアしなければいけない。 また、 需要が サ られる、 あ るいはハイリスクであ るため 

企業でほ実施されない「 発も重要であ る。 装備の標準化。 

基準作成、 事業化。 産業化のための 。 市場育成、 ④産業化達成 

などの強化が 望まれる。 
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